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肢体不自由児のコミュニケーション発達支援について
一道徳の指導を通してー
河野文子
1 .研究の背景と目的
2015年 3月，文部科学省より新しい学習指導要領の告
示として， r学校教育法施行規則の一部を改正する省令，
道徳に係る小学校，中学校，特別支援学校小学部・中学
部学習指導要領の一部を改正する告示及び移行措置に係
る告示jが公表され， r特別な教科j として小中学校の道
徳が格上げされることになったことが示された。この結
果，現在の「視点 1'"' 4 Jから， A'"'"'Dと名称と順番が変
更された現行の視点 1""4は，
l主として自分自身に関すること
2主として他の人とのかかわりに関すること
3主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること
4主として集団や社会とのかかわりに関すること
である。これらは変更され以下の通りとなった。
A主として自分自身に関すること
B主として人との関わりに関すること
C主として集団や社会との関わりに関すること
9主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関する
こと
このように，現在の「視点 3J と「視点 4J の)1慎番が
入れ替わった。さらにまた，それぞれの価値項目に， rキ
ーワードjがつけられ，項呂ごとに各学年で取りよげられ
る内容が記されることになった。(表 1参照)
表1 小学校道徳の指導内容について
(小学校低学年) (小学校中学年) (小学校品学年)
A [善悪の判断， 自律，自由と糞任] A [善悪の判断，自律，自由と責任] A I [善悪の判断，自律，自由と責任〕
[正誼，誠実〕 [正直，誠実] [正直，誠実]
[節度，節策fJ 〔節度，節結fJ [節度，節制]
[錨泣の館長] [個性の伸長〕 [個性の伸長〕
[希望と勇気，努力と5齢、意志] 〔希望と勇気，努力と強し、意志] [希望と勇気，努力と強し、意志]
[真理の探究] [真理の探究] [寡翠の援ru
B 〔親切Q，思いやり] B IB [親切，思いやり] B 1 [親切，思いやり]
[感謝] [感語tJ [感謝]
〔礼儀] [礼儀] [礼儀]
〔友清，信頼] [友情，信頼〕 〔友情，信頼]
[担互理経官室1 [相互理解，寛容〕
C 〔規則の尊重] C [規則の尊重] c 1 [規則の尊重]
[公主2 公正s 主主会正蓋] [主主主盆正位会正蓋] 〔公平，公正，社会正義]
[勤労，公共の精神] [勤労，公共の精神〕 [勤労，公共の精神]
[家族愛，家庭生活の充実] [家族愛，家庭生活の充実] [家族愛，家庭生活の充実〕
[よりよい学校生活，集団生活の充実] [よりよい学校生活，集団生活の充実〕 [よりよい学校生活，集自生活の充実]
[i云盤五年の整重~と盤土主愛玄る主主lî.J [伝統文化の尊重， 0や郷土を愛する態度〕 〔伝統文化の尊重，国や郷土を愛する態度]
[田監翠経冨陸温叢] [冨盤翠盤，_J!l探題蓋] [菌際理解，富際親善]
D [生命の尊さ] D [生命の尊さ] D 1 [生命の尊さ]
[自然愛護] [自然愛護] 〔自然愛護]
[感動，畏怖の念] [感動，畏怖の念] [感動，畏怖の念]
[よりよく生きる喜び] [よりよく生きる喜び〕 [よ 2 よ~と主~嘉ill
*小学校において，新しく設定された内容項目及び新設された項目(筆者下線)は上記の通りである。
これら教科化の導入を踏まえて，各自治体において先行実
施の取り組みが進められることとなった。また， 2016年 8月
に文部科学省より道徳教育充実に関する懇談会における資料
が提示された。それによると主な意見としては， r道徳の時間
が形骸化しているのは，教科でなし 1からである。戦後，道徳
教育に関する改善の方針は出尽くしており，それでも活性化
させるためには枠組みを変えるしかなしリ「道徳を教科化とい
う場合には，算数・数学や国語とは違って，もう少し緩やか
な意味で使われているのではないか。緩やかな形にしながら
も，各学校において指導が確実に行われるようにすることと
の兼ね合いを検討すべきJr道徳という領域が持っている特質
をもう一度確認して，その必要性を前面に出しながら，新し
い枠組みの道徳教育を，どういう形でカリキュラムの中に編
成していくのかとしづ議論が必要Jr新しい枠組みによる教科
化に当たっても，その教科を『道徳、教育の要』にしつつ，基
本的には学校教育全体で道徳を行うという方針で良い。その
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意味で，他の教科と横並びでない『特別教科』としての枠組
みになるのではないかJr道徳は教科でないために，大学にお
いても専門家が育たず，理論が構築されていない。教科にな
れば， 目的と内容と方法を体系化しなくてはならなくなるj
「道徳を教科化した場合に私学の『宗教』をどう扱うかにつ
いても検討が必要」というものであったとされる。
これを受けて改善の方向例として， r目標・内容をより明確
化・具体化するJr指導方法については，児童生徒の発達段階
をより重視するとともに，実践を伴う技法的な指導も積極的
に取り入れるJr道徳の時間」と他の教科等との連携を強化す
るJr一般の教科のような数値による評価はしなしリ「指導要
録において，児童生徒の意欲や可能性を引き出すような記述
による評価を行ったり，指導要録の『行動の記録jの評価を
活用したりする方向で検討するJr道徳の時間の指導は，引き
続き学級担任の教師が行うことを原則とするJr大学の教員養
成課程について，履修内容の充実に加え，制度的に履修単位
数の見宜しをする方向で検討する」といったものが示された。
『評価』に関しての検討は継続して行われ，数値によるもの
ではなく記述による評価が行われることとなっている。
これらの道徳の教科化の導入により教科書の作成指針とな
る学習指導要領の解説と教科書検定基準が示されればそれに
基づく授業は，小学校が 2018年度，中学校は 2019年度に実
施される。
肢体不自由児にとっても，この『道徳、の教科化』という問
題は非常に重要である。カリキュラム編成上，特別支援学校
では「自立活動jの指導も不可欠で、あり，他の教科との絡み
も考慮しつつ，児童・生徒の実態に応じた指導の精選及び重
点化を行っている。これらの方向性を受けて，肢体不自由の
教育課程の中に，道徳、の教科化をどのように組み込むのかは
喫緊の重要な課題である。
一方，肢体不自由児の実態として，その障害特性の傾向か
ら自力で行うことができない部分を介助者に依存することが
多いことから，社会経験が限定化され，社会生活を行ってい
く上で不可欠なソーシヤノレスキルや自他の利害ノ〈ランス感覚，
正しい道徳観念の育成が難しいことが，いくつかの実践報告
で示されている。
それらの多くは他の様々な学習と同様に学ぶために最適な
時期があり，肢体不自由児においても，それは同様であると
考える。家庭や病院，療育施設等で主に大人との関係で介助
する側とされる側という依存関係の中で生活してきた子ども
たちが，肢体不自由特別支援学校という，自分と同じくらい
の年齢または，同じような障害を持つ者の集団生活という学
校で新しい学校生活を経験するとき，多くの場合に学校生活
という自発的及び主体的なコミュニケーションを育成してい
く新たな環境の中でのコミュニケーションの困難さという壁
にぶつかる。
しかし，これは子どもたちにとって新しい自分への飛躍の
第一歩である。大人と自分という世界から，友だちと自分，
仲間と自分という世界に拡げてし1く過程で，子どもたちがよ
りよいコミュニケーションにより望ましい人間関係を築くた
めに道徳という人間の生きるための約束は，非営に分かりや
すく直接的な道標となる。
本研究では，肢体不自由児が特別支援学校に入学し，仲間
と共に生活し始める過程で自分の社会を広げる上での約束事
として，道徳を学ぶという実践に関する報告である。道徳の
学習を通して学んだことと児童の成長の関連を明らかにしな
がら，よりよい手立てのあり方を探ることを目的とする。
I.研究の方法
1 .対象児童の実態
対象としたのは小学部第 l学年，準ずる教育課程で学ぶ肢
体不自由児 5名の入学 1ヶ月後の様子を表2に示す。
2. 主な道徳指導の内容と評価
(1 )指導計酉及び実施事例
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対象児童へ主に①学級全体への指導，②個別の指導学部
全体での指導，③学部全体での指導の 3つの方向で道徳ま
たはそれに関連する指導を行った。
これら 3つの方向のからの指導ーのうち，②の{屈男IJの指導
は他の 2つの指導を効果的に行うために偲々の児童に個別
に行う檎完的な指導である。また，③の学部全体での指導
は， r合同道徳j として，学部で行う道徳の授業である。学
部の 1"-'6年の児童を縦割りに4ク、、ループに分けて，年間
8回それぞれの屈の授業でテーマを設けて実施するもので
ある。内容は以下の4つであった。
1 主として自分自身に関すること
2 主として他の人とのかかわりに関すること
3 主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること
4 主として集団や社会とのかかわりに関すること
これに対して，①の学級全体への指導は，学級全体での
道徳またはそれに関する指導である。学級全体への指導と
して，道f恵の授業での指導を逓に 1回実施した。指導の内
容は主に「こころのノートj を使用して，学級集団の中で
それぞれの時間にテーマを設けて話し合う形で実施した。
その活動内容と指導の留意点を表3にまとめた。
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表2 児童の実態と児童の周辺の環境
A児 8児 C児 D児 ε児
0臼常生活における移動手段は， 0日常生活における移動手段!ま， 0日常生活における移動手段iま， 08常生活における移動手段は， 08常生活における移動手段は，
独歩。保護帽及び楠装靴を着用。 機搭予防のm面のついた率格子を 車椅子を使用。綬業場面では，y，主 車椅子を使用。綬業場面では，車 車精子を使用。授業場面では，車
尖足気味で歩行し長時間の歩行は 使用。授業場面では，その車椅子 位保持椅子を使用し，車椅子への 椅子とカットテーブルの学習机を使 精子とカットテーブルの学習机を使
疲れやすいので車椅子を使用。急 と，力ットテーブルの学習机を使 移乗については教員の見守り及び 用する。床面へ降りるときは教員の 用する。床面へ降りるときは教員の
いで小走りになると転ぶことがあ 照。床面へ降りるときは，教員の介 介助が必要。 介助が必要。 介助が必要。
る。授業場衛では，カットテーブル 効が必姿。
① の学習用机と児童精子を使用す
児 る。
重
の 0審字，食事，衣服の着脱等の上 0書字，食事，衣服の着脱等の上 0審字τ食事司衣服の着脱等のよ 0審字は，筆記呉を待つことは自 0審字.食事，衣服の着脱等の上
実 肢操作は， 1ま!ま自立している。手や 絞操作は， 1まぽ自立している。ま 肢操作lま，自力でできるところもあ 立している。食事は， 1まぽ自立して 絞操作は，自力でできるところもあ
態 腕の自外運動，指先で大きさの小 た，姿勢の綴れに対する気づきが るが，教員の介劫が必要。手や腕 いるが，集めたりすくったりに教員 るが.教員の介助が必要。手や腕
さいものや厚みの薄いものを掴む 少ない。 の囲外運動，指先で大きさの小さい の介助が必要な場合がある。衣級 の包外運動，級かなものを欄む動
動作等にやや菌難さがある。また， ものや淳みの薄いものを掴む動作 の着脱は，教員の介助が必要。ま 作等に困難さがある場合がある。
姿努の崩れに対する気づきが少な 等に困難さがある。また，姿勢の崩 た，姿勢の崩れに対する気づきが
し、。 れに対する気づきが少ない。 少ない。
0就学前lこl之保育園と幼稚鼠に 0就学前には，保育園と幼稚園に 0就学前には，幼稚毘に通い集団 0就学前には=幼稚廼に通い集邸 0就学前には，療育機関や幼稚園
透い集団での生活経験はあるが他 通い集団生活を経験したが，消極 生活を経験したが，対等な僚係に 生活を経験したが.他児との対等な に通い集団生活を経験したが，対
児との対等の関係形成には至り難 的であり同年代での対等な関係に は至らなかった。 廃係には至らなかった。 等な関係には至らなかった。
かった。 は至らなかった。
② 
0母親への依存が強く，母がいると 0大人の認を関いて奨味を持ち， 0大人との会話を楽しむことが好き 013分が興味のあることや感じた 0全般的に消極的であるが。特に
甘えてしまい指示を割くことができ 大人っぽい言い方をすることもでき である。大人っぽい言い回しもでき ことは積樋的に発言できるが，格手 新しいことには拒否的である。
児 ないことがある。 る。 ることがある。 からの質問や働きかけに郎応する
重 ことはt苦手である。
と
思
図 0集中を持続できないことがある。 0家族の中で妹の姉としての自分 0妹のE言動に影響されることもあ 0母殺の指示を聞いて応えようとの
興味を持ったことに気持ちが向いて の位蜜付けをしつつあるが，母親に る。休日には父と一緒によく遊ぶ。 努力する。関
行動しがちである。 甘えたい気持ちもある。
係
0初めての」と(知らないことや経 0初めての(知らない」とや経験し 0兄や姉と一緒1:よく遊ぶ。
験したことがないこと)に対しては， たことがないこと)に対しては，にこ
「こわいJと言って拒否的になること にこしながらもかなり消鰻的であ
が多い。 る。
一一一一一一一一一一一一一
表3 学級全体での指導における実践事例の活動内容と指導の留意点等
実践事例 活動No， 活動内容 指導の留意点等
それぞれの児童が自分以外の4名の児章に充てて，その 手紙の形式は， rOOくんへわたしli，OOくんがなんでもの
活動1
児童のょいと思うところや好きなところを手紙に書き，その こさずにたべるところがすきです。00より」という形で書かせ
「 後，手紙をクラス全体の前で、発表した。 Tこ。
と
も 副読本に掲載の「お月さまとコロJという題材の読み潤かせ この題材は rすなおにのびのびとjというありのままの気持ち
だ を聞き.主人公のコ口への手紙形式で各児童がそれぞれの を素直に表出することの大切さに気付かせるものであるが，友
ち
活動2
思いを書いた。 達との意見の対立や気持ちの行き違いなどで生じた問題をど
」 のように解決するかの方向性を示唆するためにも適切と考え
fこ。
母の日や父の臼などに合わせて，家族への気持ちを手紙 手紙の形式は、「おかあさんへいつもおいしいごはんをつくっ
一一「
形式で書かせ、これらの手紙をクラス全体の前で発表した てくれてありがとうございます。00より」、「おとうさんへいっ
か
活動1 後、家族への思いやそれに関するエピ、ノードを話し合った。 もわたしたちのためにおしごとをしてくれてありがとうございま
ぞ す。00より」という形で書かせた。
幽喝
く 敬老の日の目IJに，祖父母への気持ちを手紙形式で書かせ， 児童と祖父母の交流の有無やその内容をあらかじめ確認し
'- 活動2 クラス全体で、話し合った。 て，児童らが取り組みやすいようなアド1¥イスをできるようにし
た。
「 係仕事の分担を決める話し合いを設定した。学級全体で， 係の人数は2名として，それにプフスして「お助け係Jとして，係
し どのような思ったことがあり，どのような係が必要かを話し の二人ともが難しい時にサポートをする役2名を作った。一つの
」、回 活動1 合った。 係を4名の兜章がメインかサポートかの違いはあるものの関わ
と るよう!こしTこ。
」
「 赤ちゃんの誕生に関する絵本の読み間かせ、その後，登場 絵本の紹介の場面で，赤ちゃんの誕生の素晴らしさを素直に
し、 人物の中で自分が気に入ったものについての感想を発表さ 感じられるような明るい雰囲気を作り、先童らが発言しやすいよ
の 活宣言n せた。 うiこしTこ。
ち
」
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(2)評価方法と期間
指導は、小学校 1年生の 1年間とし，学級全体への指導
の各実践事例の指導の様子・指導結果、および、平成2X年
m.結果
5月の入学後 1ヶ月経過時の実態を事前評価として，同年 1 .学級全体への指導の持の様子と指導の結果
11月の入学後7ヶ月経過時を事後評価として，それらを比 学級全体への指導の様子を表4にまとめて示した。
較することによって行った。
表4 指導時の様子と指導結果
実践事例 活動No 指導跨の裕子 個別の子ども遠の綴子 指導結果
「ともだちj 活動1 自分以外の4名に宛てて，それぞれの児童のよいところや好 A児 自分が好きな友達1名宛はすぐに書けたが，その次の友逮にはなかな 偲々の児麓が一人当たり4枚の手紙を受け取ることに
きなところを知らせる手紙形式で寄かせた。 『よし、と か書くことが見つからなくて書き始めるのに時間がかかった。 なり白自分の気づかないよいところに気付くとともに。金
ころJrすきなところJの例は挙げず I足盤らに考えさせた。そ B児 自分が好きな友迷3名宛はすぐに蓄けたが1 その他の友逮には書くこと 体の場で様aされることで全体からよいところを評価さ
れぞれの内容のイメージl立個有の児童によるものとした。ま が見つからず時間がかかったe れるという経験となった。 この経験から.
た.各順番はそれぞれの児童に任せた。興味が強い相手頗 クラスの中での自分の役曹1や位霞づけを児m自身が!iI'I'
や白書きやすいことが懇起し易い相手順となった。 C児 自分が好きな友迷1名宛はすぐに著書けた。そのあとは.それぞれ時間を 認することができるとともに.なりたい自分がどうあるベ
かけて奮いた。 きかを自ら考える機会とすることもできた。
D児 どの友達にも時間をかけて書いていた。
E児 最初l、維に著書くか非常に悩んで迷っていたが，望書き始めるとあとはス
ムーズに軍事けていた。
活動Z コ「あロや〈んま宛りたのい手J紙と「とあしやて，ギロ〈ん宛ではないことをおさえた。 A児 fコ口〈んへギロくんとけんかしないでね。ギロ〈んとこんどなかなおりし 鐙々の児重量がコロ〈んへアドパイスずる形で書けてい
まりたくないJとの誕臓で悩むコロくんa てね。ゆずりあってなかよ〈ね。こんどけんかしたらおこらないでね。 j た。単にfこうしたほうがよいよJというだけでなくfギロ〈
実1ま仲直りしたいとL、う患いに索直になろうと思っているコロ〈 んがどう怒っているかについて指摘した配述が箆られ
ん.ところに児童註が気付くようにした。也
日児 fコロ〈んへギロくんとなかよくあそんでねοこんどもなかよくしてね。」
た。 児童置がそれぞれ
8分自身の気持ちを踏まえながら。コロくんやギロ〈ん
んどふたりでなんかやりたいことがあったらゆずりあってね。もうおこん !こ共感しようと歩み寄っている姿鈴も感じられた。クラス
ないでね。』 メイトへの手紙とF号機に友達に配慮することの大切さを
C児 fコロくんヘギロ〈んとなかなおりしてね。ギロくんもコロくんとなかよくし 理解しつつある。
たいとおもっている。大じようぶだよ。たぶんほかのみんなもおうえんして
いるよ。わたしもおうえんしてる。J
D児 「コロくんへギロクンとなかよくしようね。ゆずりあおうね。なかないで
ね。〈ギロ〈んは〕コロくんとなかよくしてくれるよ。しんばいしないですな
おになろうよ。たのしいよ。わらって。J
E児 「コロくんへギロ〈んとなかよくなったらどう。なかなおりしたらあそんだ
らどう。ゆずりゃい(ゆずりあしりしたら。おこんないでね。がんばってね。
たのしいよ。』
fかぞく』 活動1 響く前に鼠も伝えたい」とを決めてb それぞれについて書くよ 全児 どの児童も.母綬への手紙の方が答〈時間がかかった白書きたいことが 寄書き直しながら，自分の気持ちを見つめていくという』
うにさせた慣例を伝えたいか(;1:，児童それぞれに任せて時間を 出てきて途中で著書きEますことが多かった。 とができその後の児童置の行動変容につながっていく嫌
与え考えさせた。 子が見られた。
活動2 敬老のBに合わせて齢領父母への気持ちを手紙形式で望書 A!免 「おじいちゃんとおばあちゃんへおげんきですか。ぼくはげんきです。い 自分の家族への思いを!iI'I'~呈することができるとともい，
かせた。揺父母との交流があるかどうかをあらかじめ確かめ つもありがとうございます.いま、うんどうかいのれんしゅうをがんばって 他の児童主が家族へどのようなことを綴じているのかを知
た。ほとんどの児童i広小学生になって初めての運動会を向 います。ぜひみにきてください。ぼくは、かけっこでいちいになります。が ることができた。父母という身近な家族からやや経磁を
かえるにあたっての気持ちを綴った。 手紙の んばるので、おうえんをおねがいします。まっています。それでは、お11 おいた祖父母へ対しての手紙であるからこそとしち強い
文面の指導i立ι 「おじいちゃん祖父母への手紙は初めてで んきでおすごしください。J 気持ちゃ期待が読み取れる。この事例では、対象の学
あった。 fおばあちゃんへ 級集団では.家庭環境が共通しているため.一斉の指
おげんきですか白 jまで1;1:，全員で一緒lニ同じ内容を響かせ
B児 『おじいちゃんとおばあちゃんへおげんきですか。わたしは、げんきで
導でもそれぞれの児童が他の児童置の感じたことを共感
た。そこから先はa各児童がそれぞれ考えたものを響かせた。 し犠<，他の児童が怒じたことをもとにそれそ.れの兇滋が
同時に同じ教室内で書いたため蜘児震が相2互に友達の著書く内 す。いつもありがとうございます。いま、うんと・うかいのれんしゅうをがん 自分はどう考えていくべきかを考える機会とすることもで
容を箆たり餓いたりすることがあり能響を受けることは予想さ ばっています。ぜひみにきてください。わたしは、かけっこでいちいになり きた。
れたが，それはそのまま児童に任せて魯かせた。 たいです。おうえんをおねがいします。きてくれたらとてもうれしいです。
次に全員が惑き終えた後.それぞれ発表し合った。その手紙 せんせいやともだちをしょうかいします。まってい(ます。〕まっていま
1;1:，それぞれの児議の徳父母へ，保Ili.者綬由で渡していただ す。J
いた。 C!足 「おじいちゃんとおばあちゃんへおげんきですか。わたしは、げんきで
す。いつもありがとうございます。いま、うんどうかいのれんしゅうをがん
ばっています。ぜひみにきてください。わたしは、かけっこでいちいになり
たいです。がんばっているところをみてください。おうえんよろしくおねが
いします。きて〈れたらとてもうれしいです。からだにきをつけてください。 j
D児 「おじいちゃんとおばあちゃんへおげんきですか。わたしは、げんきで
す。いつもありがとうございます。いま、うんどうかいのれんしゅうをがん
ばっています。ぜひみにきてください。わたしは、かけっこで1とうしように
なります。おうえんよろし〈おねがいします。J
E児 「おじいちゃんとおばあちゃんへおげんきですか@わたしは、げんきで
す。いつもありがとうございます。いま、うんどうかいのれんしゅうをがん
ばっています。ぜひみにきてください。わたしはきんちょうしません。おち
ついてがんばります。おうえんよろしくおねがいします。まっています。き
てくれたら、ともだちをしようかいします。それでは、げんきにいてくださ
し、。J
fしごとJ 活動1 児童量!こ自分がやりたいと怒う係の第一希望と第一希望を自分 A児 自分の希望を出した後。友遂とZ重なる」とが分かっても，そのまま希望と 自分の希望を発議する際に，最初l立怠分の興味を中
で決めて希望を発表し全員の希望を板書した後.特望が盤 して出していた。 心に希望をするが.希望が友迭と重なることが予惣でき
なっている郡分で，第一希認を優先にしながら隠し合いジャン る時点で。希望の再後討を自主的{こ行って兇濯もいた。
ケンで勝った響からその希望の係に決まるようにした。 B児 自分の希E置が友遣と震なる時にはaいち早く気づいて牽制するような発 ジャンケンの持に.その時々で児童主の中で中心となる
全部の係の織を埋めた後，最後にこれでよいかを全員で破認 営もあったが。ジャンケンで決まることを理解するとそのような発誌をし 児童がかけ声をかけて全体の進行を進めようとした。格
した。児盤らにそれぞれが実際にどのような動きになるかをシ なくなった。ジャンケンを進めることに集中した。ジャンケンで負けるとす 手の機子をよく見ながら，自分がかけ掠をかけるべきか
ミュレーションさせて.仕事が綴っていないかを確かめさせた。 ぐに気持ちを切り鎗えて。希望を再検討したaうまく切り笹えられない友 判断している徹子が克られた。
遠のおt註官官をしていた。 簸終的な確aの際!こ白中心として進めようとする児童
よりも周辺で黙って徹子を見ていた兇貨のほうが r胞と
C児 自分の希望というより、維と組めるか!こ興味があり，自分の決めた友遼 維のベア!広大変だから維と一緒!こベアになったほうが
とベアiこなりたがったが.自分の思いi譲りにならないことがわかると.ジャ よいJといった冷静な君主見が出せることが多かった。低
ンケンの結果に紫直に従っていた。 学年の場合に!広務筏的な児童霊のほうがa 必ずしも全
体を見屈せるとiま限らない。i肖綴的な!児震がこの犠菌
D児 友巡の機予を見てι 成り行きに任せそのまま従っていた固結果が決まっ で活mできることが多かった。
てはじめて自分の仕事が決まったことが分かつた。
E児 中心となって進めたがったが，思うようI:L、かず友速の様子を見ていた。
ジャンケンで決めるl 希望を調整するなどのルールを理解するのは阜
かっTニ。
「いのちJ 活動1 自分の体験の発表として，自分の兄車もや姉妹，従妹が生まれ A!A 怠分の体験ゃrいのち」の』とを思い浮かべることは聖堂しかったようだっ 体験の発薮l主.児童が最も好む活動であり白競うようL
た時のことを経験している児援に.自分の体験を発獲させた。 たが，他の児Z置の憶を聞きながら誌と母のことを館組Iこした。 積観的に手が挙がった。 rooちゃんは.いもうとのO
。ちゃんにやさしくしてすごいなとおもいま感したをJ次と有いとう慾
目先 妹が2名いるので白自分の妹が生まれる時に母が入続していて寂し
想が最初に挙がりそれが，他の児童置の共 よ
ぴ，数人の児童らが間織の内容を発銀した。
かったEきをした。 これらの体験は，最初に続み聞かせた絵本の主人公の
体験とどれもよく似ており，児童らが題材をしっかり受け
妹と自分との」とを路短にして，友遼のE吉を島町きながら自分が妹を大切 止めてllIl解できていることがわかった。
C!見 にしている鰭をした.
弟がいる」とを発表した。第と母が出かけるときに磁守番をしたことを路し
D民 た。友逮が共感すると発密すると笑阪で鎖いていた白
自分の下に兄弟がいないが.多くの児Z置の体験談からそのような」とが
E児 あるということが理解できたという感想を述べ。自分の下に妹や弟がいた
らとのイメージや伎鑑づけに効果的であった。
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なお， rともだち」の活動 2で児童が書いた手紙及び， rか
ぞく Jの活動 1で児童が書いた手紙は以下のようであった。
(写真 1及び写真2参照)
写真 1 コ口くんへの手紙
2. 対象児童の変化(評価)
以下，各対象児童の変化について，表5にまとめて示した。
写真2 祖父母への手紙
表5 対象児童の変化と事前及び事後
A児 B児 C児 D児 E児
-母綬への依存が強<.周囲の友達への関
-母親の関心を引くような奮動が多い。友達 -同年齢の友達に対して関心が薄い。 -周囲の状況を把握する』とが録しい」とが -初めて経駁する」と1:対して意欲が低〈拒
• との対等な人間関係が形成しづらい。 自己中心的で，周囲の状況に関心が簿 多いa友達との対等な人間関係が形成しづ 否的である.wi1 心が低い.友達との対等な人間関係が形 自己中心的で.周囲の状況に関心が薄 い。 らい。 -同年齢の友達と対等な関係が形成しにく
S平 成しづらい. い. -集団の中で自分の気持ちを表出すること い. 
価 自己中心的である. が灘しい.
0母貌以外の存在.周囲の友達へ意1が 0家族のそれぞれの存在を包め，妹たち 0クフスの友達の存在に意織が向き.対等 0友達の存在へ意援を向けて.1吉を聞』う O母親や兄弟以外の存在である周回の友
向き友達との関わりを震観するようになっ の4華子にも意践が向き体調やその日の織 な存在であることに気が付いてきた. とする態度になってきた。 逮へ:f;1lが向き.友達との関わりを重視す
た. 子などを気にするようになった. 013分のやりたいことや得意なことだけで 0豪族や兄弟へ意織を向けることが増えて るようになった.
百E 0クラスの中で.自分の立場を意織して， なく，初めてのことや苦手なことにも興味を きた. 0自分の苦手なことにもチャレンジしようと
Ilt 勝手にふるまわず周りを貝てどうすればよ 持つようになった. 0自分の生活(食事.t非j世.睡眠等)へ意 いう気持ちが出てきた.
の いのかを考えるようになった。 0自分の生活(食事，排池.経緯等)へ意 援を向けるようになってきた.
~ 0自分の生活(食事.t非池，睡眠等)へ意 自陸を向けるようになってきた。
容 織を向けるようになってきた. 0友達の良いところさがしでは，外見の「上
0友達の良いところさがしでは，外見の「い 手に歩<Jから肉箇の「歩くのをがんばって
つも服がかわいいJから『手伝ってくれて優 いる」へと変化した。
しいJといった内面への気付きへと変化し
事 Tこ.
後 0友達の良いところさがしでは，外見のr~ 0友達の徹子に気を付けて.友達を尊重し 0自分の係仕事のf牛車しのふた係JIま.責 0友達の箆筒!こ沿った筏を自分からするこ 0友達が図っているときには自分から積極
S平 るのが早くてかっこいいJから肉面の「優しく 優しく路しかけるようになった. 任を持って必ず毎日行うようになった. とができるようになった. 的に声をかけて手伝うようになった。
価 してくれる」への賃視へと変化した. 0教員への怪し方と友達への路し方を変え 0友達が興味を待つI!飽にも興味を持ち.0家族が自分にしてくれたことを友達にお 0失敗したり間違ったりした時に.自分で言
0自分の生活(食事.t葬池.睡眠等)へ意 ることができるようになってきた. 進んで箆に加わるようになった. すことができるようになった. .を考えて自分から鋭明したり謝ったりす
織を向けるようになった. 。0依頼するときや感謝するときの言い方が 0嫌いな食べ物でも.自分でチャレンジし 0プレゼントの髭生日のカードを自分で考 ることができるようになった.
行 水筒係の仕事lま，自分から積+量的に行うこ そのJIに適切なものになってきた. て自分で決めた1置をしっかりと食べることが えてエ夫できた. 0自分から朝飯の水やりをやるようになっ
動 とができるようになった. 0教員に声をかけられなくても I 自分から できる. 0友達の良いところさがしでは4外見の「字 た.
の 0当初は学校でもそItに母貌がいるとくっ 係の仕事(電気係)をやるようになった. が上手ですねJから内面の「おもしろいJへ 0嫁いな食べ物でも.自分でチャレンジし
昔E ついているだけで自分から何も行動できな 0学校で家族のu題になった時に妹への と変化した. て自分で決めた量をしっかりと食ベることが
化 かったが，次第に教員に声をかけられなく 思いやりのある言葉が増えてきた. できるようになった.
ても友達の動きを見て.自分から朝sの水 0友達の良いところさがしでは.外見の「算
やりをやるようになった 散が得意ですごいJから内面の「優しく教え
てくれるJへと変化した。
」 一
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lV.考察
これらの児童の手紙は，同じ教室で一斉に書いたものであ
るので，書いた内容は相互に影響し合っていることは否めな
いが，細かな部分の表現では児童の気持ちを反映している部
分がみられる。また， rかけっこでいちいになるJは，本事例
のすべての児童の思いであり，願望であることが示唆される。
父母という身近な家族からやや距離をおいた裡父母へ対して
の手紙であるからこそという強し 1気持ちゃ期待が読み取れる。
これらの実施事例で，対象の学級集団では，家庭環境が共
通しているため，一斉の指導でもそれぞれの児童が他の児童
の感じたことを共感し易く，他の児童が感じたことをもとに
それぞれの児童が自分はどう考えていくべきかを考える機会
とすることもできた。
しかし，家庭環境が異なる集団ではこのような一斉の指導
は難しく，ともすれば，一部の児童にとって苦痛となる場合
も生じる。学級集団での指導は，個々の児童の環境に配慮し
たテーマの設定を行う必要がある。
さらに兜童が， 自身の内面と向き合う必要のある道徳、の学
習においては，手紙形式での指導により，それぞれのコミュ
ニケーションの力を活用することも，効果的であると考える。
道徳、の目標は， r自己の生き方を考え，主体的な判断の下に
行動し，自立した人間として他者と共によりよく生きるため
の基盤となる道徳性を養うことj であり，これらを f学校の
教育活動全体Jを通じて行っていくものとされている。この
自標が子どもたちの発達段階に応じて適切に達成されるよう
効果的な教育活動を行ってし、く必要がある。
道徳の評価は，従来からの教科のような数値による評価で
はなく，記述式の評価を行うこととされている。道徳の評価
が正しく行われるために重要になるのが，まずどのような授
業を行うかということである。授業のねらいを明確にし，ね
らいを設定する際には具体的に項目を挙げて行う。それらへ
の手立てや配慮、を考える。授業実施後は，それぞれの項目毎
に対応させて，個々の児童はそのねらいを達成できたかどう
かについての評価を行う。そして，それらをもとに授業の手
立てが有効であったかの授業評価も行う。これらの流れ自体
は，他の教科と同様である。ただし，ねらいを達成できたか
ということを示す指標としては，児童の意識の変容及び児童
の行動の変化を記録し，それをもとにする。
特別支援学校で学習する対象児童は，小学部入学によって
学校での同学年という向年齢集問の場を得，また多様な障害
のある友達と共に学校生活を過ごす中で，道徳の授業を中心
に道徳の学習を行停った結果，上記のように意識の変容と行動
の変化が明確になった。これらの成果は，およそ週に l自の
道徳の授業で学習したことを授業以外のすべての場面で，積
極的に活用してきたからこそ得られたものであると考える。
道徳性を養う上では，まず，自己像をどのように形成するの
かが重要である。自分と向き合うことと，周囲を見ることを
常に繰り返し行いコミュニケーションの素地を作っていく必
要がある。本事例の対象児へは，道徳の授業時以外の場面で
も，同種の肢体不自由の障害のある友達との学校生活の中で，
自らの身体面で、の各機能について意識し考え行動する経験を
増やすことができるような個別の指導や手立て及び配慮を行
った。それが奏功したということもできる。さらに，対象児
童の意識を変化させた一番の理由は，児童が学校生活の中で
自信を持ち積極的に行動できるようになったことにより，コ
ミュニケーションへの意欲が促進されたということであると
考える。
自分でできることが増え，努力することで得られる結果が
明白になっていくことが，自己肯定感を高め意欲に繋がって
いく。そのために，明確な目標を立てて，毎日の学習で友達
とともに共感し合いながら継続的にできるような教材を選定
していくことが重要である。
どのような教科であれ，どのような教育活動であれ，受け
身では意味を為さない。まずは児童が自ら進んで楽しみなが
らの積極的に学び合いの学習が保障されることが最も望まし
い。そのために，特に小学部低学年時では「できるj という
経験を共有できる指導の工夫が必要である。今回の実践で，
道徳、の指導が子どもたちの自己有能感を高めることができる
ことになったと考える。これらの道徳性を養うことが，学校
の教育活動の中でも可能である。さらに家庭や地域の理解を
さらに深めつつ，それらの力を学校の教育活動に積極的に生
かしてくことも，これからの学校に求められている。
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